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森のお茶会へいらっしゃい  ～野外で絵本にふれる日～

10:40～13:00
13:30～15:00
15:30～17:00

第１部
第２部
第３部

要予約

第１部  10：40～13：00

はだしのトレイル飛騨高山のからくり屋台
『指南車』展示

Beans♪と一緒に遊ぼう　プチコンサート 竹下名誉館長による
赤ちゃん絵本読み聞かせ会

時　間

第2部時　間

駐車場場　所

入館者のうち
どなたでも

展示協力：NPO法人活エネルギーアカデミー

幼稚園と保育園の先生ユニット、
Beans♪さんによる親子向けの特別なライブ

森からいろんな素材を持ってきました！
足の裏から自然を感じてみよう。

対　象

第２部・第３部
各部15分程度

時　間

木育ひろば場　所

入館者のうち
どなたでも

対　象

第２部・第３部時　間

軒下場　所

入館者のうち
どなたでも

対　象

第３部   15:40～15:55時　間

赤ちゃんひろば場　所

0・1歳児とその保護者対　象

15名（要予約）
※木育ひろばの予約は不要です。
続けてご利用いただけます。

人　数

ぎふ木遊館木育ひろば・ぎふ清流文化プラザ庭園
３歳以上の未就学児とその保護者
※未就学児の兄弟姉妹に限り、小学３年生まで参加できます。

※事前予約が必要です。（先着順）
親子１５名（保護者を含む）

無料

場　所

対　象

定　員

参加費

お弁当・飲み物
動きやすい服装・履きなれた靴

持ち物

連携

当館ホームページの「事前予約のお申込み」からお申込みください。
先着順で受け付けます。２部・３部には入館料が必要です。

ぎふ木遊館ホームページ
「事前予約のお申込み」二次元コード
お問い合わせ先：058-215-1515

【お申込み方法】

木育ひろばでのいつもの遊びに加えて、
オータムフェスタオリジナルメニューで遊べるよ！

竹下 景子 名誉館長

チェロ弾き 北村 多佳子さん
元みんなの森ぎふメディアコスモス

総合プロデューサー

吉成 信夫さん

ぎふ木遊館を飛び出し、清流文化プラザの庭園へプチ遠足に行きます！
親子で身近にある自然と触れ合ってみませんか？

撮影：篠山 紀信

11/7土 開催
開催日 行事名等 内　容　等

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

12月18日（金）
第７回狩猟免許試験 

（第一種銃猟、第二種
銃猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：11月13日～11月27日
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しく

は右記にお問い合わせください。

恵那総合庁舎

各地域を所管する県事務所等、
または自然環境課
TEL：058-272-8231

森林・林業関係イベントカレンダー（11～12月）
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郡
上
地
域
の
未
来
を
支
え
る

郡
上
森
林
組
合
　松
下
さ
ん

地域
レポ

●
現
在
の
業
務
内
容
は
？

　

現
在
は
、
木
材
セ
ン
タ
ー
で
丸
太
の
選

別
・
積
み
下
ろ
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

就
職
し
て
１
年
目
は
、
丸
太
の
選
別
機
で
木

材
を
見
る
目
を
鍛
え
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
慣

れ
て
い
く
と
重
機
に
乗
っ
て
木
材
の
仕
分
け

を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
重
機
作
業
半
分
、
選
別
機
作
業
半
分
く

ら
い
の
割
合
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
木
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
度
に
０・７
㎥
の
グ

ラ
ッ
プ
ル
を
導
入
予
定
で
、
新
し
く
大
き
な

機
械
が
導
入
さ
れ
る
の
で
、
運
転
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
木
材
流
通
長
よ
り

　

若
い
人
が
就
職
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
い

い
事
で
す
。
考
え
方
や
発
想
が
新
鮮
で
こ
れ

ま
で
続
い
て
き
た
や
り
方
等
に
新
し
い
風
を

吹
き
込
ん
で
く
れ
ま
す
。
本
人
に
は
、
貪
欲

に
柔
軟
に
学
ん
で
も
ら
っ
て
、
多
く
を
吸
収

し
て
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
木
材
セ

ン
タ
ー
で
は
職
員
の
年
齢
層
に
幅
が
あ
る
の

で
、
困
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
一
生

懸
命
働
い
て
い
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
周
り

の
人
か
ら
も
評
判
が
い
い
で
す
。

●
最
後
に

　

若
い
方
が
就
職
し
て
く
れ
る
こ
と
で
新
し

い
風
が
入
る
と
い
う
木
材
流
通
長
の
言
葉
に

は
説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
若
い

方
が
長
く
仕
事
を
続
け
て
い
け
る
環
境
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
郡
上
農
林
事
務
所　

林
業
課
】

●
実
際
に
働
い
て
み
て

　

働
い
て
み
た
実
感
と
し
て
は
、
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん
だ
事
の
延
長
線
上
に
あ

る
の
で
、
林
業
の
現
場
に
大
き
な
違
和
感
も

な
く
な
じ
め
ま
し
た
。
年
齢
は
離
れ
て
い
ま

す
が
、
職
場
の
同
僚
の
方
と
も
協
力
し
て
仕

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
在
学
中
に
多
く
の

資
格
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
資
格
が
今
の

仕
事
に
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

就
職
し
て
か
ら
、
は
い
作
業
主
任
者
の
資
格

を
と
り
ま
し
た
。
「
林
業
は
木
を
伐
る
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
で
す
が
、
実
際

は
、
市
場
で
の
仕
分
け
作
業
や
事
務
作
業
も

多
く
あ
る
と
い
う
事
を
伝
え
た
い
で
す
。

●
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
趣
味
は
？

　

も
の
づ
く
り
が
趣
味
で
布
製
の
か
ば
ん
や

革
製
品
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鹿

角
を
使
っ
た
指
輪
も
作
っ
た
り
し
ま
す
。

　

他
に
も
、
最
近
は
週
に
一
度
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
で
金
華
山
に
登
っ
て
い
ま
す
。
金
華

山
に
は
ル
ー
ト
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
運
動
す

る
習
慣
づ
け
の
た
め
に
登
山
し
て
い
ま
す
。

●
は
じ
め
に

　

今
回
は
、
郡
上
市
美
並
町
の
木
材
セ
ン

タ
ー
で
働
く
松
下
由
真
（
ま
つ
し
た　

ゆ
ま
）

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
木
材
セ
ン
タ
ー
は
郡

上
森
林
組
合
の
木
材
市
場
で
す
。

●
林
業
を
仕
事
に
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？　

 

　

県
内
の
農
林
高
校
で
、
農
林
業
に
つ
い
て

概
要
を
学
び
、
卒
業
後
、
岐
阜
県
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー
に
進
学
し
ま
し
た
。
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー
で
出
会
っ
た
仲
間
や
先
生
か
ら

多
く
の
刺
激
を
受
け
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
令
和
４
年
に

郡
上
森
林
組
合
に
就
職
し
、
今
年
で
５
年
目

に
な
り
ま
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
7
5
―
6
７
―
1
1
1
1　
内
線（
2
5
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　【
郡
上
農
林
事
務
所
ま
で
】 選別機を操作する松下さん

郡上森林組合木材センターの事務所にて

グラップルを使いこなす松下さん
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地域森林管理支援センター　副センター長　小島 徳文

森林経営管理制度に関する相談は
地域森林管理支援センターへ 

第14弾

「地域森林管理支援センター」まで
TEL：058-201-5013  FAX:058-275-4398 E-mail：f-shien@g-moriren.or.jp
〒500-8356  岐阜市六条江東２丁目５番６号　岐阜県森林組合連合会内

森林経営管理制度や

森林環境譲与税に関する

お悩み相談は？

岐阜県では、平成29年度から、地域における森林の管理及び経営に必要な専門的知識・技術を有し、市町村林務行
政の支援や民有林経営への助言等を行う人材として、「岐阜県地域森林監理士（以下、監理士という。）」の養成・認定を
行っています。監理士は、県が実施する養成研修や認定試験等を通じて一定の専門性を確認した上で認定・登録される
岐阜県独自の森林・林業分野の専門人材であり、令和7年度末で43名が認定・登録されています。
近年、市町村には森林経営管理制度や森林環境譲与税を活用した森林所有者への意向調査、森林境界の明確化、森

林整備の実施及び各種計画の策定など、高度かつ多様な森林・林業行政への対応が求められています。しかし、市町村
においては、十分な専門性を有した森林・林業の専任職員を配置することが難しいという課題がありました。そこで監理
士は、行政と地域の森林・林業をつなぐ専門家として、それぞれの経験・専門分野・活動地域で培った知識を生かして、
市町村が抱える課題を解決することが期待されます。

★「地域林政アドバイザー」としての活用
特に重要な点が、監理士を「地域林政アドバイザー」として活用できることです。監理士が行う業務は、国の「地域林

政アドバイザー」の業務としても認められていますので、市町村が監理士を雇用・委託して活用する場合には、特別交付
税措置（70％）や県の補助（23％）の対象となるため、市町村の財政負担を抑えながら専門人材を確保できます。
また、専門職員として長期間雇用するだけではなく、従来からの業務である市町村森林整備計画や基本構想の策定、

市町村有林の管理、森林経営計画の策定・実行監理など、必要な業務について専門的な助言を行う「短期派遣業務」に
よる県の支援制度も用意されています。
今後、市町村の森林・林業行政には、森林経営管理制度への対応だけでなく、森林境界の明確化、集約化、森林整備、

木材利用、森林由来J－クレジット、G－クレジット、災害に強い森林づくりなど、より専門性の高い業務への対応が求め
られます。一方で、市町村職員だけですべての専門的業務を担うことには限界があります。市町村において「何か問題が
発生してから相談する」のではなく、業務計画づくりの段階から監理士に相談し必要な業務を委託する等、監理士を「地
域林政アドバイザー」として継続的に活用されることが期待されます。

★「地域の森林・林業を支える専門人材ネットワーク」の構築
監理士一人ひとりが有する行政経験や森林整備技術、森林経営、測量・GIS、木材生産・流通、地域づくり等の専門知

識を、市町村の森林行政につなげることで、限られた人員を補完しながら、地域の実情に即した森林管理を進めることが
できます。監理士制度は、単なる資格制度で済ませるのではなく、「地域の森林を誰が、どのように管理していくのか」と
いう課題に対して、地域に存在する専門人材を行政の力として活用するための仕組みとして、その役割を高めていくこと
が期待されます。
岐阜県内の森林を有する34市町村において、監理士を「地域林政アドバイザー」として積極的に活用することは、市

町村林務行政の専門性を補完するとともに、森林環境譲与税をはじめとする森林・林業関係財源を、
より効果的に活用することにもつながります。
今後は、県、市町村、監理士、森林組合、林業・木材関係事業体等がそれぞれの役割を明確にしな

がら、監理士を核とした「地域の森林・林業を支える専門人材ネットワーク」を構築し、持続可能な森
林管理体制の確立につなげていくことが重要だと考えます。

―「岐阜県地域森林監理士」の養成・認定制度と
「地域林政アドバイザー」としての活用－

監理士登録者一覧
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詳細・申込は
コチラをご覧ください。共催　ぎふ森のある暮らし推進協議会・岐阜県

協力　公益社団法人　国土緑化推進機構（「緑と水の森林ファンド」助成事業）

主な内容

（１）２６日午前オープンプログラムのみ
　　・参加費：無料（参加申込不要） ※会場の混雑状況により、入場を制限する場合があります。
（２）２６日・２７日の通し参加（ネットワーキングあり）
　　・参加費：10,000円
　　〈FVS2026ネットワーキング〉
　    　・２６日の夜に、登壇者及び参加者同士の交流を目的としたネットワーキングを開催します。
（３）２６日・２７日の通し参加（ネットワーキングなし）
　　・参加費：５,000円
（４）２６日午後のみ参加（ネットワーキングなし）
　　・参加費：３,000円
（５）２７日のみ参加
　　・参加費：３,000円

参 加 費

申込期間 １０月１０日（土）から１１月６日（金）まで（先着順、定員になり次第締切）

定　　員　150名（先着、各参加区分の定員に達し次第、受付を終了します）

対　　象　 どなたでもご参加いただけますが、特に下記に該当する方におすすめです。
・森林の多様な価値を活かした取組を実践している方
・森林の新たな活用による新規事業や地域づくりを検討している企業・団体・行政関係者　
・森林の可能性に関心のある方

＜ＪＯＬＡ岐阜県受賞者クロストーク＞２６日 １０：２５～１１：４５
　　　〇県内のＪＯＬＡ受賞者によるトークセッション
　　　　・県内のＪＯＬＡ受賞者が、自らの実践や取組の背景にある想い、アウトドアを通じた森林の
　　　　　可能性について語ります。
＜メインセッション＞２６日 １４：３０～１６：５０
　　　〇全国各地の９つの事例紹介
　　　　・木育を起点に森林サービス産業のマーケットを創る
　　　　・観光地で育てる森林サービス産業の新たなモデル　ほか
＜ディスカッション＞２７日 ９：３０～１１：２５
　　　〇４つのテーマに分かれたディスカッション
　　　　・森林の多様な価値を活かした取組を持続的に発展させるための課題について、４つのテーマに
　　　　　分かれて議論し、新たな挑戦やアイデアを見いだすことを目指します。

全国各地で森林の多様な価値を活かした取組に挑戦する実践者のリアルな経験や想いを通じて、
参加者が新たな視点や発想を受け取り、ディスカッションから新たな連携や行動を生み出す

場として、「森林サービス産業全国交流会（Forest Value Summit 2026）」を開催します!

森林サービス産業全国交流会

Forest Value Summit 2026

アクティブG「ふれあい広場」（岐阜市橋本町１丁目１０番１号）

・26日１０：００～１１：４５（オープンプログラム）

令和８年１１月26日（木）、27日（金）

参加者
募集

じゅうろくプラザ（岐阜市橋本町１丁目１０番１１号）

・26日12：30～20：00（スピーチプログラム）
・27日  9：00～12：00（ディスカッションプログラム）

開催期間　
開催場所　
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【林政課　森林計画係】　●お問い合わせは、市町村林務担当課または県庁林政課森林計画係（TEL 058-272-8471）まで

森林の土地を取得したときは
　　　市町村への届出が必要です!

1 届出の対象となる森林は？
対象となる森林は、地域森林計画の対象となっている民有林であり、その区域は岐阜県HP
「ぎふ　ふぉれナビ」（https://www.pref.gifu.lg.jp/page/2264.html）で確認することができます。

2 なぜ届出が必要？
行政が森林所有者に対して森林の整備等に関する助言をしたり、事業体が森林所有者に働き
かけて、間伐等の整備を行う森林を集約することで効率よく整備を進めたりするために、森林
所有者を把握することが重要であるからです。

3 どのような場合に届出が必要？
個人か法人かによらず、売買、相続、贈与等で新たに森林の土地を取得した場合に必要です。ただし、国土利用計画法に基づく土
地売買契約の届出を行った場合もしくは森林経営管理法に基づく権利集積配分一括計画の公告による所有権移転の場合は、森
林の土地の所有者届出は不要です。

4 いつ、どこへ届出を出すの？
森林所有者となった日から９０日以内に、取得した森林のある市町村の長に届出を行います。

5 どのような届出書を提出するの？
「森林の土地の所有者届出書」の様式に記入のうえ、次の書類を添付して提出してください。
添付書類　①取得した森林の位置を示す図面（任意の図面に大まかな位置を記入）
　　　　　②取得した森林の登記事項証明書、売買契約書の写しなど権利を取得したことがわかる書類
また、令和８年４月から届出書の様式が改正され、所有者となった方の国籍等を新たに記載していただくことになりました。
●届出書の様式など詳しくは、林野庁のホームページ（「森林の土地の所有者届出制度」で検索）をご覧ください。

6 もし、届出を出さないと？
届出をしない、または虚偽の届出をしたときは、１０万円以下の過料が科されることがあります。

新たに森林の土地を取得したときは、森林法の定めにより届出が必要です。注）立木のみを取得した場合は、届出は不要です。

　森林には、水を蓄え洪水を防止する機能、土砂の流出や崩壊を防止する機能、森林浴や森林レクリエーションにより心身を
リラックスさせる効果など、様々な働きがあります。このような森林の持つ機能を特に発揮させる必要がある森林を森林法に
基づき保安林に指定しています。

　保安林は、指定の目的によって１７種類に区分されています。
　そのうち、岐阜県内にある保安林は次の９種類です。
　●水源かん養保安林　　　●土砂流出防備保安林　　　●土砂崩壊防備保安林　　　●干害防備保安林
　●なだれ防止保安林　　　●落石防止保安林　　　　　●保健保安林　　　　　　　●風致保安林
　●魚つき保安林

　保安林では、森林の働きを維持するために次のような行為が制限されており、違反すると法律により罰せられる場合があり
ます。
●立木竹の伐採、立木の損傷、家畜の放牧、下草・落葉・落枝の採取、土石・樹根の採掘、開墾その他の土地の形質の
変更

　※詳しくは最寄りの県農林事務所又は県庁森林保全課森林管理係へお問い合わせください。
　岐阜県には約 43万ｈａの保安林がありますが、この保安林を守っていくことが私たちの生活を守ることにもつながります。
保安林の適正な管理にご協力ください。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111内線（4413または4414） 森林保全課森林管理係まで

保安林制度の概要
保安林とは

保安林の種類

保安林の行為制限
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「
緑
化
功
労
者
」林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

栗
谷
本
征
二
さ
ん(

中
津
川
市) 

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

祝

工房での栗谷本さん

　

自
然
豊
か
な
岐
阜
県
中
津
川
市
落
合
で
、

地
域
に
根
ざ
し
た
木
育
活
動
や
、
木
の
実
や

端
材
を
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
制
作
に
取
り

組
む
「
栗
く
り
工
房
」
の
栗
谷
本
征
二
さ
ん

（
82
歳
）
。
長
年
に
わ
た
る
活
動
が
評
価
さ

れ
、
今
年
、
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進

機
構
の
「
緑
化
功
労
者
」
林
野
庁
長
官
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
栗
谷
本
さ
ん
の
代
名
詞
と
も
い
え

る
の
が
、
栗
の
実
を
使
っ
た
数
々
の
作
品
で

す
。
そ
こ
に
は
、
ど
こ
か
懐
か
し
く
、
素
朴

で
温
か
な
物
語
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
っ
て 

中
津
川
市
が
栗
の
名
産
地
だ
か
ら
な

の
か
、
そ
れ
と
も
名
字
に
「
栗
」
が
入
っ
て

い
る
か
ら
な
の
か
。

　

そ
ん
な
素
朴
な
疑
問
か
ら
、
作
品
づ
く
り

の
原
点
や
発
想
の
源
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
い
自
然
体
験
の
価
値
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

—
—

「
栗
谷
本
」
と
い
う
お
名
前
は
、
こ

の
地
域
で
は
珍
し
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

  

　

中
津
川
に
は
数
件
ほ
ど
で
す
ね
。
本
家
は

落
合
の
発
電
所
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
「
東

北
か
ら
来
た
」
な
ん
て
ジ
ョ
ー
ク
を
親
父
が

言
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
代

か
前
か
ら
こ
の
地
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
本

家
の
祖
父
は
、
か
つ
て
落
合
村
の
村
長
を
務

め
て
い
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

—
—

植
物
や
木
の
実
を
使
っ
た
活
動
を
始

め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す

か
？

　

一
番
の
き
っ
か
け
は
父
親
で
す
ね
。
僕
が

21
歳
の
時
に
亡
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
親
父

も
山
野
草
が
好
き
で
育
て
て
い
ま
し
て
。
そ

こ
か
ら
植
物
の
世
界
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
原
点
は
、
子
ど
も
の
頃
の
体

験
で
す
。
育
っ
た
「
清
水
平
」
と
い
う
地
域

は
開
拓
地
で
、
当
時
は
水
利
権
も
田
地
田
畑
も

な
い
よ
う
な
場
所
で
し
た
。
学
校
ま
で
片
道

４
・
5
キ
ロ
ほ
ど
あ
っ
た
の
で
、
行
き
帰
り
は

い
つ
も
自
然
や
植
物
と
戯
れ
て
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
決
し
て
楽
な
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
頃
に
身
に
つ
け
た
「
自
然
の
中
で

の
遊
び
」
の
楽
し
さ
が
、
今
の
活
動
の
大
き
な

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

—
—

猛
烈
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
と
、
冬

場
の
趣
味
が
始
ま
り
の
ク
ラ
フ
ト

　

58
歳
で
退
職
す
る
ま
で
電
機
会
社
に
勤
め

て
い
ま
し
た
。
現
場
の
塗
装
仕
事
か
ら
始
ま

り
、
途
中
で
２,
０
０
０
食
を
作
る
工
場
給
食

の
担
当
に
な
り
、
最
後
は
厚
生
施
設
（
社
員

ク
ラ
ブ
）
の
支
配
人
を
10
年
ほ
ど
務
め
ま
し

た
。
昼
は
食
堂
、
夜
は
居
酒
屋
や
料
亭
に
な

る
施
設
で
、
毎
月
１
０
０
時
間
以
上
残
業
す

る
よ
う
な
猛
烈
な
日
々
で
し
た
ね
（
笑
）
。

—
—

そ
う
し
た
多
忙
な
お
仕
事
の
傍
ら

で
、
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
を
始
め
ら
れ
た

き
っ
か
け
は
？

　

元
々
は
山
野
草
な
ど
の
日
本
の
植
物
を
育

て
て
い
た
の
で
す
が
、
冬
に
な
る
と
休
眠
し

て
何
も
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
。
「
冬
場
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
」
と
考
え
て
始
め
た
の
が
、
栗
や
松

ぼ
っ
く
り
な
ど
の
木
の
実
を
使
っ
た
ク
ラ
フ

ト
で
し
た
。
特
に
栗
の
実
は
ど
こ
か
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
表
情
が
あ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
表

現
し
や
す
い
ん
で
す
。

原点ともいえる「昔の遊びシリーズ」の作品

工房の外は山野草が
所狭しと栽培されている
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「
緑
化
功
労
者
」林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

栗
谷
本
征
二
さ
ん(

中
津
川
市) 

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

祝

恒例の地元小学校で卒業式に
親に贈るパフルールブーケの作品

—
—

作
品
は
、
木
の
実
で
で
き
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
い
ま

す
。
デ
ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
で
す
か
？

　

実
は
、
図
面
を
描
い
て
考
え
な
が
ら
作
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
完
全
に

「
ひ
ら
め
き
」
で
す
ね
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

る
時
や
心
が
ハ
ッ
ピ
ー
じ
ゃ
な
い
時
は
良
い

作
品
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
乗
っ
て
い
る
時
は

ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
湧
い
て
き
ま
す
。

　

「
弓
を
射
る
ポ
ー
ズ
」
や
「
魚
釣
り
を
す

る
姿
」
を
作
る
時
は
、
子
ど
も
の
頃
に
自
分

が
実
際
に
弓
を
作
っ
た
り
、
竿
を
振
っ
た
り

し
て
遊
ん
だ
「
原
体
験
の
記
憶
」
が
頭
に
浮

か
ぶ
ん
で
す
。
そ
の
記
憶
を
手
繰
り
寄
せ

て
、
グ
ル
ー
ガ
ン
（
接
着
剤
）
で
形
に
し
て

い
き
ま
す
。

—
—

材
料
と
な
る
木
の
実
や
木
材
は
、
ど

の
よ
う
に
集
め
て
い
る
の
で
す
か
？

　

自
分
で
山
を
歩
い
て
採
取
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
し
、
き
こ
り
さ
ん
や
大
工
さ
ん
か

ら
端
材
や
流
木
を
い
た
だ
い
た
り
、
知
人

が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
春
夏
秋

冬
、
山
を
歩
き
な
が
ら
「
こ
の
カ
エ
デ
の
実

は
材
料
に
使
え
そ
う
だ
な
」
と
か
、
お
菓
子

の
ピ
ス
タ
チ
オ
の
殻
を
見
て
「
動
物
の
耳

に
使
え
る
か
な
」
と
か
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
ま
す
。
木
の
実
は
一
つ
ひ
と
つ
表

情
や
大
き
さ
が
違
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
素

材
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
作
品
に
ぴ
っ
た

り
の
材
料
を
選
び
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
現
で

き
る
の
で
す
。

—
—

最
近
は
学
校
や
地
域
で
の
「
木
育
」

教
室
の
講
師
と
し
て
も
引
っ
張
り
だ
こ
だ

そ
う
で
す
ね
。

　

は
い
、
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
全
学
年
ま
で

木
育
を
教
え
に
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
単
な

る
工
作
教
室
に
は
し
た
く
な
く
て
、
必
ず
最

初
に
座
学
や
森
の
話
を
し
て
か
ら
製
作
に
入

り
ま
す
。
ま
た
既
製
品
は
使
い
ま
せ
ん
。
き

こ
り
さ
ん
や
大
工
さ
ん
の
端
材
を
そ
の
ま
ま

使
い
ま
す
。
形
が
決
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
こ

そ
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
知
恵
を
絞
り
、
創

造
性
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
ん
で
す
。

—
—

教
室
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大
切

に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

 

大
人
は
口
出
し
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の

自
主
性
に
任
せ
る
こ
と
で
す
。
失
敗
し
た
っ

て
い
い
ん
で
す
。
あ
る
校
長
先
生
が
「
今
は

転
ば
ぬ
先
の
杖
を
出
す
大
人
が
多
い
け
れ

ど
、
大
事
な
の
は
転
ん
だ
後
の
絆
創
膏
（
ど

う
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か
）
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
な
と
。
失
敗

も
大
切
な
学
び
で
す
。
手
を
使
っ
て
道
具
を

扱
い
、
五
感
で
自
然
の
素
材
に
触
れ
た
体
験

は
、
頭
で
は
な
く
体
が
ず
っ
と
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
の
地
域
は
豊
か
な
緑
と
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
素
材
や
手
触
り
を
通
し

て
、
人
間
の
土
台
と
な
る
豊
か
な
感
性
を
育

ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

　

木
の
実
に
命
を
吹
き
込
み
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
に
は
「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ

と
」
の
大
切
さ
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
温
か
な
ま
な
ざ
し
は
、
多
く
の
人
の
心
に

豊
か
な
感
性
の
種
を
ま
い
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

取
材
の
帰
り
際
、
「
来
年
の
干
支
の
作
品

も
見
て
み
た
い
で
す
ね
」
と
お
願
い
す
る
と
、

「
や
っ
て
み
ま
す
よ
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
新
年
号
の
表
紙
を
飾
る
予
定
で

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。編

集
担
当

なかつがわ森の木遊館に展示されている
「山の仕事シリーズ」の５０作品の一部 

教材として使い採取された木の実など
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岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
松
井

　匠

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

166

森林と人を
活かす知恵

鉄
骨
造
を
県
産
材
で
内
装
木
質
化

　
　
　
　
　
　「上
条
の
家
」設
計
の
記
録

スギ板：リビング天井+床

ホオノキの手掛けは柔らかくて緑色
オスモ塗装での表情の変化

ヒノキのデッキの美しく趣ある経年変化

　

美
濃
市
に
鉄
骨
造
の
空
き
家
を
購
入
し
、

自
邸
と
し
て
、
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に

設
計
し
た
。
体
に
触
れ
る
部
分
は
で
き
る
だ

け
自
然
素
材
に
し
た
か
っ
た
の
で
、
無
垢
の

木
と
漆
喰
の
内
装
木
質
化
と
し
た
。

　

結
論
か
ら
言
っ
て
、
木
の
お
か
げ
で
と
て

も
心
地
の
良
く
暮
ら
せ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
で
空
き
家
は
増
え
て
い
く
が
、

そ
こ
に
は
木
造
だ
け
で
な
く
、
鉄
骨
造
や
Ｒ

Ｃ
造
も
含
ま
れ
る
。
増
加
す
る
改
修
需
要

に
、
無
垢
の
木
を
使
っ
た
内
装
木
質
化
リ

フ
ォ
ー
ム
の
普
及
を
目
指
し
、
今
回
の
設
計

を
記
録
と
し
て
ま
と
め
た
い
。

 

■
一
階
天
井
と
床
「
厚
15
ミ
リ
本
実
加
工 

ス

ギ
源
平
無
節+

特
一
」

　

天
井
と
床
に
、
同
じ
幅
と
方
向
で
板
を
張

る
と
品
よ
く
緊
張
感
の
あ
る
空
間
に
な
る
。

幅
は
１
０
５
ミ
リ
と
し
、
リ
ビ
ン
グ
に
段
差

を
つ
け
て
下
げ
、
玄
関
土
間
の
高
さ
に
近
づ

け
た
。
天
井
は
廻
り
縁
を
な
く
し
10
ミ
リ
の

目
地
を
回
す
こ
と
で
、
木
の
重
み
を
軽
減
さ

せ
た
天
井
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
ク
リ
の
幅
は
ぎ
板+
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
衝
立

　

玄
関
の
上
り
框
と
、
窓
の
下
枠
に
は
ク
リ

を
使
用
し
た
。
お
客
さ
ん
が
最
初
に
踏
む
木

と
、
リ
ビ
ン
グ
で
床
の
間
の
よ
う
に
機
能
す

る
窓
下
枠
に
は
、
特
別
感
を
出
し
た
い
。
ク

リ
の
色
合
い
や
手
触
り
は
ス
ギ
と
喧
嘩
せ
ず

引
き
立
て
合
う
。
電
子
レ
ン
ジ
を
隠
す
た
め

の
衝
立(

つ
い
た
て)

は
、
郡
上
白
鳥
の
白
鳥

林
工
が
製
作
し
て
い
る
「
ク
リ
幅
は
ぎ
パ
ネ

ル
」
を
使
用
。
最
上
部
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で

変
化
を
つ
け
た
。

■
ホ
オ
ノ
キ
の
手
掛
け

　

ホ
オ
ノ
キ
は
緑
が
か
っ
た
色
で
触
る
と
柔

ら
か
い
。
ス
ギ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
赤
み
の
中

で
映
え
て
く
れ
る
。
配
膳
カ
ウ
ン
タ
ー
周
り

の
手
掛
け
は
、
指
で
触
れ
る
た
び
に
ホ
オ
ノ

キ
の
優
し
い
質
感
が
う
れ
し
い
。

 

■
オ
ス
モ
「
フ
ロ
ア
ク
リ
ア
ー
（
ツ
ヤ
消

し
）
」

　

木
へ
の
塗
装
は
含
浸
タ
イ
プ
の
オ
イ
ル

が
必
須
。
こ
の
オ
イ
ル
は
ス
ギ
の
質
感
は
そ

の
ま
ま
で
し
っ
と
り
と
高
級
感
を
付
与
で
き

る
。

■
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
「
ク
リ+

ミ
ズ
ナ
ラ
」

　

ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
生
の
家
具
工
房
Ａ
Ｃ 

Ｃ

Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
制
作
。
軽
快
に
細
く
し
た
い
の
で

脚
は
強
度
の
あ
る
ミ
ズ
ナ
ラ
。
天
板
は
框
や

枠
と
合
わ
せ
て
ク
リ
に
。

■
デ
ッ
キ
「
厚
30
ミ
リ 

ヒ
ノ
キ
無
節
」
の
経

年
変
化

　

最
後
に
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
経
年
変
化

を
見
て
も
ら
い
た
い
。
ヒ
ノ
キ
が
銀
化
し

て
、
味
わ
い
深
い
表
情
に
な
っ
て
い
る
。
木

材
の
成
分
で
あ
る
「
リ
グ
ニ
ン
」
が
紫
外
線

に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
エ
イ
ジ
ン
グ
し
て
い
る

の
だ
が
、
こ
れ
は
腐
朽
菌
や
シ
ロ
ア
リ
に
食

べ
ら
れ
て
し
ま
う
生
物
劣
化
で
は
な
く
、
美

し
く
変
化
し
て
い
く
経
年
変
化
で
あ
る
。
家

に
木
を
使
う
と
、
自
分
と
一
緒
に
老
い
て
変

化
し
て
い
く
木
に
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
が
、
木
を
使
う
こ
と
の
一
番
の
良

さ
か
も
し
れ
な
い
。
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加
茂
郡
東
白
川
村
の
方
と
話
を
し
て

い
る
と
、
「
11
月
7
日
は
山
の
講
（
や

ま
の
こ
）
が
あ
り
ま
す
」
と
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
山
村
で
は
、
か
つ
て

は
山
の
神
を
祀
る
「
山
の
講
」
が
営
ま

れ
、
地
域
に
よ
っ
て
は
子
ど
も
た
ち
が

中
心
と
な
っ
た
「
山
の
子
」
も
あ
り
ま

し
た
。

　

本
来
、
山
の
神
と
は
『
古
事
記
』
に

記
さ
れ
、
「
大
い
な
る
山
の
神
」
を
意

味
す
る
大
山
津
見
神
を
指
し
、
大
山
津

見
神
は
山
や
海
、
酒
、
軍
（
武
）
の
神

と
し
て
、
愛
媛
県
今
治
市
の
大
山
祇
神

社
な
ど
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
山
の
講
」
は
、
こ
の
大
山

津
見
神
と
は
関
係
が
薄
く
、
旧
暦
2

月
7
日
の
春
に
は
里
に
降
り
て
田
の
神

と
な
り
、
旧
暦
11
月
7
日
の
秋
に
は
山

の
神
に
戻
る
民
俗
（
神
事
）
で
す
。
古

く
か
ら
日
本
で
は
、
「
山
」
は
祖
先
の

御
霊
が
鎮
ま
る
と
こ
ろ
と
考
え
、
祖
霊

に
対
す
る
信
仰
と
も
深
く
結
び
つ
い
て

「
山
の
講
」
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
冬
の
2
月
7
日
ま
た
は

9
日
の
1
日
と
、
秋
の
10
月
9
日
か
11

月
7
日
の
い
ず
れ
か
1
日
と
、
1
年
に

2
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
月
が
2
月
と
11
月
な
の
か
と
い

う
と
、
2
月
は
山
の
神
が
里
へ
下
り
て

「
田
の
神
」
と
な
り
、
農
作
物
の
タ
ネ

を
ま
き
成
長
を
見
守
る
時
期
と
さ
れ
、

11
月
は
収
穫
が
終
わ
り
役
目
を
終
え
た

田
の
神
が
再
び
「
山
の
神
」
に
戻
る
、

「
神
を
送
り
迎
え
」
す
る
節
目
と
し
た

の
で
す
。

　

次
に
な
ぜ
7
日
か
9
日
な
の
か
と

い
う
と
、
奇
数
は
古
来
よ
り
陽
の
数
と

さ
れ
、
「
7
」
は
神
事
や
霊
的
な
節
目

に
結
び
つ
き
や
す
い
神
聖
な
数
（
忌
み

数
）
と
さ
れ
ま
し
た
。
伝
承
で
は
、
こ

の
日
に
山
の
神
が
山
の
木
を
1
本
1
本

数
え
て
回
る
と
さ
れ
、
も
し
人
が
山
に

入
る
と
山
の
神
に
木
と
一
緒
に
数
え
込

ま
れ
て
、
木
に
な
っ
て
し
ま
う
（
ま
た

は
大
怪
我
・
命
を
落
と
す
）
と
恐
れ
ら

れ
ま
し
た
。
神
が
神
聖
な
作
業
を
す
る

邪
魔
を
し
な
い
よ
う
、
人
は
山
に
入
る

の
を
控
え
た
の
で
す
。

　

9
日
も
7
日
と
似
た
理
由
に
基
づ
い

て
お
り
、
春
の
9
日
は
山
の
神
が
山
を

青
々
と
さ
せ
る
た
め
、
あ
る
い
は
里
に

下
り
て
田
の
神
に
な
る
準
備
と
し
て
、

タ
ネ
ま
き
す
る
日
と
さ
れ
ま
す
。
秋
の

9
日
は
7
日
と
同
じ
よ
う
に
木
を
数
え

る
日
と
恐
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

桜
井
徳
太
郎
の
『
宗
教
と
民
俗
学
』

に
は
、
「
日
本
の
民
間
で
は
二
、
三
月

こ
ろ
の
春
季
と
十
、
十
一
月
の
秋
季
と

年
二
回
に
わ
た
り
、
山
中
に
奉
祀
す
る

山
の
神
を
祭
り
、
ま
た
「
山
の
講
」
と

よ
ば
れ
る
講
宴
を
も
よ
お
す
。
多
く
は

狩
人
と
か
製
炭
業
者
、
あ
る
い
は
用
材

の
伐
採
・
運
搬
な
ど
の
山
仕
事
に
従
事

す
る
人
々
の
間
に
み
ら
れ
る
祭
祀
で
あ

る
」
と
あ
り
、
ま
た
「
こ
の
山
の
神
の

祭
り
日
に
は
、
い
か
な
る
事
情
が
あ
ろ

う
と
も
、
な
ん
ぴ
と
も
山
中
へ
は
い
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

山
の
人
々
に
と
っ
て
、
生
活
に
必
要

な
す
べ
て
の
も
の
を
与
え
て
く
れ
る

山
、
そ
の
山
を
敬
い
感
謝
す
る
気
持

ち
が
昔
は
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
る
の
で

す
。

森の中にある山の神
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ぎふ木遊館公式Instagramのご紹介
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報、館内の様子や木のおもちゃの話等を公式
Instagramにて発信しております！
　まだ来館したことない方も当館の様子がわかりますので、ぜひフォローをお願いします。

８月２４日に「ぎふ木育実践基礎研修（郡上会場）」を開催しました！
　ぎふ木遊館では、ぎふ木育の応援団を養成するため、「ぎふ木育実践基礎研修」を開催しています。 この研修では、
岐阜県の豊かな自然・森林や文化を次世代に繋ぐ「ぎふ木育」と、その実践の第一歩を学びます。

　今年度４回目の研修は、９月５日のオープンを間近に控えた
「ぐじょう木遊館　森のくじら」において開催しました。
　ぎふ木遊館の役割のひとつは、多くの方に木にふれあい、
木や森に親しんでいただくことです。そのため、受講生には
実際にさまざまな木のおもちゃに触れて遊ぶ体験をしていただ
きました。樹種によって木の重さ、色合い、手触りが異なるこ
とを体感し、それぞれの特徴について理解を深めました。
　「からからつみき」を使った体験では、大きな作品を協力し
て制作しました。初めは遠慮がちに作り始めた受講者たちも、
徐々に協力して取り組み、大きな作品を完成させました。そ
の後、作品が音を立てて崩れていく様子に歓声が上がり、全
員で木のおもちゃの魅力を体感することが出来ました。木の
おもちゃが子どもだけでなく大人も楽しめること、グループご
とに話し合いながら作品を作ることで、コミュニケーションツー
ルとして活用できることを学びました。　
　さらに、遊びの中にひそむ「ヒヤリハット」について考え、
安全に遊ぶための見守り方について学びました。
　講座を終えた受講者からは、「おもちゃ一つとっても、作り
手の思いやこだわりがつまっていることが印象に残りました」

「木のおもちゃの遊び方は一つではなく、工夫次第では無限に
あると思った」といった感想をいただきました。 「からからつみき」で遊ぶ体験

木のおもちゃについて学ぶ受講生

12月 ８日（火）　　会場：なかつがわ　森の木遊館（中津川市）

12月20日（日）　　会場：ぎふ木遊館

  2月27日（土）　　会場：ぎふ木遊館

＜今後のスケジュール＞

　本講座を受講すると、ぎふ木遊館での木育活動や木育イベント等でボランティ
アスタッフとして活動していただくことができます。木のおもちゃや遊びに興味のあ
る方、人と接することが好きな方はぜひお申込みください。

↑詳しくは、ぎふ木遊館
HP「お知らせ」をご覧
ください♪
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ぎふ木遊館公式Instagramのご紹介
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報、館内の様子や木のおもちゃの話等を公式
Instagramにて発信しております！
　まだ来館したことない方も当館の様子がわかりますので、ぜひフォローをお願いします。

８月２４日に「ぎふ木育実践基礎研修（郡上会場）」を開催しました！
　ぎふ木遊館では、ぎふ木育の応援団を養成するため、「ぎふ木育実践基礎研修」を開催しています。 この研修では、
岐阜県の豊かな自然・森林や文化を次世代に繋ぐ「ぎふ木育」と、その実践の第一歩を学びます。

　今年度４回目の研修は、９月５日のオープンを間近に控えた
「ぐじょう木遊館　森のくじら」において開催しました。
　ぎふ木遊館の役割のひとつは、多くの方に木にふれあい、
木や森に親しんでいただくことです。そのため、受講生には
実際にさまざまな木のおもちゃに触れて遊ぶ体験をしていただ
きました。樹種によって木の重さ、色合い、手触りが異なるこ
とを体感し、それぞれの特徴について理解を深めました。
　「からからつみき」を使った体験では、大きな作品を協力し
て制作しました。初めは遠慮がちに作り始めた受講者たちも、
徐々に協力して取り組み、大きな作品を完成させました。そ
の後、作品が音を立てて崩れていく様子に歓声が上がり、全
員で木のおもちゃの魅力を体感することが出来ました。木の
おもちゃが子どもだけでなく大人も楽しめること、グループご
とに話し合いながら作品を作ることで、コミュニケーションツー
ルとして活用できることを学びました。　
　さらに、遊びの中にひそむ「ヒヤリハット」について考え、
安全に遊ぶための見守り方について学びました。
　講座を終えた受講者からは、「おもちゃ一つとっても、作り
手の思いやこだわりがつまっていることが印象に残りました」

「木のおもちゃの遊び方は一つではなく、工夫次第では無限に
あると思った」といった感想をいただきました。 「からからつみき」で遊ぶ体験

木のおもちゃについて学ぶ受講生

12月 ８日（火）　　会場：なかつがわ　森の木遊館（中津川市）

12月20日（日）　　会場：ぎふ木遊館

  2月27日（土）　　会場：ぎふ木遊館

＜今後のスケジュール＞

　本講座を受講すると、ぎふ木遊館での木育活動や木育イベント等でボランティ
アスタッフとして活動していただくことができます。木のおもちゃや遊びに興味のあ
る方、人と接することが好きな方はぜひお申込みください。

↑詳しくは、ぎふ木遊館
HP「お知らせ」をご覧
ください♪

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（ｍｏｒｉｎｏｓ）は、森と人がつながる社会の実現に向け
て、自然を深く学び、その魅力や価値を伝える人材育成に取り組んでいます。今回は新しい林業の可能性を学ぶプログ
ラムについて紹介します！

今回のプログラムでは、株式会社東京チェンソーズ代表取締役の青木亮輔さんを講師にお招きしました。東京都檜原村
を拠点に活動する青木さんは、森林整備だけにとどまらず、幅広い事業を展開されています。講座では、東京チェンソー
ズが重点を置く①「森づくり（林業）」、②「ものづくり（木材活用）」、③「ことづくり（体験サービス）」、④「広報」の4つ
の事業を軸に、森林を最大限に活用するための取り組みを紹介いただきました。

まず、林業を取り巻く課題や東京チェンソーズ創業の経緯につ
いて説明がありました。森林整備を通じて地域から信頼される企
業を目指し、自社有林でFSC認証を取得するなど、持続可能な森
林経営に取り組まれています。一方で、木材をそのまま販売する
だけでは十分な収益を確保できないという課題もありました。

そこで実践しているのが、「1本の木をまるごと使い切る」とい
う発想です。小径木丸太を活用したアロマディフューザーや、曲
がり材を使ったオフィス家具の天板など、これまで価値が低いと
考えられてきた素材にも可能性を見出し、異業種の企業との連携
によって、新たな商品を生み出す取り組みは、多くの参加者に刺
激を与えました。

午後は森林文化アカデミーの演習林に移動し、広葉樹林やスギ・ヒノ
キ林を歩きながら木材の価値について意見交換を行いました。参加者は
自身の現場や活動と重ね合わせながら、固定観念にとらわれず、森の価
値を見出す視点の大切さについて学びました。

青木さんの座右の銘である「林業に縛られず、林業にこだわる」という
言葉には、林業の課題に真摯に向き合い、柔軟な発想で未来を切り拓い
ていこうとする強い意志が込められていました。森と人との新しい関係
づくりについて考える、多くの学びと気づきに満ちた一日となりました。

体験サービスの分野では、木工ワークショップや親子向けの家具づくり体験、森林を活用した自然体験活動、会員制の
交流プログラムなど、多様な事業が紹介されました。特に「森デリバリー」では、木工ワークショップの実施と自社製品の
販売を組み合わせることで、収益確保とPRを両立する取り組みとして成果を上げているそうです。さらに、近年は企業
向け研修にも力を入れており、参加企業だけでなく地域事業者にも経済効果が生まれるなど、森と人、地域をつなぐ仕
組みづくりへと発展しています。

morinosHPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

＜「林業に縛られず、林業にこだわる」  森林の価値を広げる発想と実践を学ぶ＞

東京チェンソーズ立ち上げの経緯を語る青木さん

大きな穴の開いたアカメガシワの木を前に、
木材としての利用価値を説明されていました。
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7

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり”
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な取組みを行っています。
こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【河川課】 ●詳しい内容を知りたい方は　TEL 058-272-1111内線（4636）まで

シリーズ

上下流域が連携した河川清掃活動の実施
■事業目的

■事業概要

■令和7年度の事業実績

　県内全ての流域で、ＮＰＯ法人や地域住民等民間団体と県が連携し、河川清掃・整備を行うことで、流域住
民の河川環境の保全に対する意識啓発を図ります。

　ＮＰＯ法人や地域住民等民間団体と県が連携し、県管理河川の河道内樹木の伐採や不法投棄廃棄物、流木
等の回収を実施しています。

　県管理河川のうち２８河川、計３１箇所において実施しました。

実施項目 実施内容 実施量

環境整備実施面積

環境整備での回収量

環境整備での回収量

要望を受け樹木を伐採・除去した面積

回収した不法投棄廃棄物等の量（木くず）

回収した不法投棄廃棄物等の量（鉄くず）

395,399㎡

550㎥

5㎥

一級河川　大滝川（垂井町）

地元住民の清掃活動

県による樹木・竹の伐採

恵那南中学校

■施設の概要

事業主体 恵那市

事業年度 令和７年度

構造
延床面積

木造３階建て
2,966㎡

施設用途 中学校

助 成 額

木材使用量
使用樹種

874.744㎥
ヒノキ、スギ

株式会社浦野設計　岐阜支社

30,000千円
（木の香る快適な公共施設等整備事業）

全体事業費 2,213,200千円（建築主体工事）

設 計 者

岐建株式会社東濃営業所
板垣建設株式会社

令和6年12月6日～令和8年2月28日

施工業者

工　　期

木の香る
ぎふの施設

恵那市山岡町下手向182-4
木造化

162

　令和８年４月に岩邑中学校、山岡中学校、明智中学
校、串原中学校、上矢作中学校の５校が統合し、「恵那
南中学校」が開校しました。
　校舎は既存の山岡中学校校舎を増改築したもので
す。増築した教室棟は県内で初となる木造三階建ての校
舎です。構造材のほか、教室の内装材に恵那市の山から
切り出された木材が多く使用されており、ふるさとの木
の温かみに触れながら学習できる空間となっています。

　柱や梁などの主要構造部には、岐阜県産ヒノキを使
用しており、その大部分には恵那市内の山から切り出さ
れた木材が使われています。大きな柱は、教室や廊下
で見ることができます。

問い合わせ先

　ふるさと恵那の木に囲まれた空間の中で、生徒たち
はのびのびと学習や学校行事に取組んでいます。

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

恵那市教育委員会教育総務課
ＴＥＬ：0573-26-6849

施　設　全　景

普通教室・廊下

教室棟全景

生徒玄関

普通教室
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恵那南中学校

■施設の概要

事業主体 恵那市

事業年度 令和７年度

構造
延床面積

木造３階建て
2,966㎡

施設用途 中学校

助 成 額

木材使用量
使用樹種

874.744㎥
ヒノキ、スギ

株式会社浦野設計　岐阜支社

30,000千円
（木の香る快適な公共施設等整備事業）

全体事業費 2,213,200千円（建築主体工事）

設 計 者

岐建株式会社東濃営業所
板垣建設株式会社

令和6年12月6日～令和8年2月28日

施工業者

工　　期

木の香る
ぎふの施設

恵那市山岡町下手向182-4
木造化

162

　令和８年４月に岩邑中学校、山岡中学校、明智中学
校、串原中学校、上矢作中学校の５校が統合し、「恵那
南中学校」が開校しました。
　校舎は既存の山岡中学校校舎を増改築したもので
す。増築した教室棟は県内で初となる木造三階建ての校
舎です。構造材のほか、教室の内装材に恵那市の山から
切り出された木材が多く使用されており、ふるさとの木
の温かみに触れながら学習できる空間となっています。

　柱や梁などの主要構造部には、岐阜県産ヒノキを使
用しており、その大部分には恵那市内の山から切り出さ
れた木材が使われています。大きな柱は、教室や廊下
で見ることができます。

問い合わせ先

　ふるさと恵那の木に囲まれた空間の中で、生徒たち
はのびのびと学習や学校行事に取組んでいます。

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

恵那市教育委員会教育総務課
ＴＥＬ：0573-26-6849

施　設　全　景

普通教室・廊下

教室棟全景

生徒玄関

普通教室
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ー 岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結事業者のご紹介 ー

　県では、「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例」に基づき、事業者と協定を締結し、県産材の利用を促進
する構想の実現に向けて連携して取り組むことで、脱炭素社会の実現や循環型社会の形成、地域経済の活性化を
目指しています。
　これまでに４２事業者の皆様と協定を締結しました。順次、協定締結事業者の取り組みを紹介します。

＜今までの取組み＞
　名鉄グループでは、令和6年11月に協定を締
結して以降、不動産事業を展開する名鉄都市開
発㈱が令和8年6月にグループ初となる木造オ
フィスを名古屋の名駅エリアに竣工させまし
た。建設にあたっては、岐阜県産材を全面的に
採用しており、名鉄グループ全体での脱炭素社
会の実現に大きく貢献する環境配慮型不動産と
なっています。
　また、レジャー事業を展開する奥飛観光開発
㈱では、高山市内の新穂高口ープウェイ駅舎の
内装木質化を令和7年に実施しています。標高
2,156mの山岳地帯に自生していた貴重な木を
有効活用し、高さ3mを超えるパネルを地元飛
騨高山の木工家具メーカーの協力のもと製作し
ました。新しくオープンしたカフェのインテリア
として、訪れるお客様をお迎えしております。

＜今後の取組み＞
　名鉄グループでは、名鉄都市開発㈱による木
造採用の推進や、奥飛観光開発㈱での岐阜県産
材を使用した木造従業員寮の建設計画など、今
後も岐阜県産材をはじめとする木材の積極的な
利用や環境負荷低減に向けた取り組みを推進
してまいります。

名鉄グループ

17

各協定締結者には、県産材の活用について積極的な普及啓発に努めていただきます。

＜事業者概要＞
〇本　　社　名古屋市中村区名駅一丁目2番4号
　　　　　　（名古屋鉄道）
〇事業内容　交通事業、運送事業、不動産事業、
　　　　　　　レジャー・生活サービス事業、
　　　　　　航空・情報・技術サービス事業
〇ホームページURL：
　https://top.meitetsu.co.jp/

木造オフィス外観（名鉄都市開発㈱）

木造オフィス内観（名鉄都市開発㈱）

新穂高ロープウェイ駅舎内カフェ（奥飛観光開発㈱）
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は
じ
め
に

　

２
０
２
６
年
２
月
に
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
（
以
下
、
ク
ビ
ア
カ
）
の
被
害
が
岐
阜

県
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

被
害
は
各
地
で
見
つ
か
り
、
現
在
、
岐
阜
・

西
濃
地
域
を
中
心
と
し
た
広
い
範
囲
で
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ビ
ア
カ
は
、
繁
殖
力
や
拡
散
能
力
が
高

い
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見
、
早
期
根
絶
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
と
き
、
被
害
の
発

見
に
最
も
重
要
な
サ
イ
ン
は
、
フ
ラ
ス
で
す
。

フ
ラ
ス
と
は
、
幼
虫
が
排
出
す
る
糞
や
木
屑

の
混
合
物
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
夏
、
県
で
は
「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
駆
除
大
作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、「
フ
ラ
ス
を
見
つ

け
た
が
、
ク
ビ
ア
カ
か
否
か
調
べ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、
ク
ビ
ア
カ
の
生
活
史

を
紹
介
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ス
の
見
分
け
方
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
生
活
史

　

ク
ビ
ア
カ
は
、
一
般
的
に
卵
か
ら
成
虫
に

な
る
ま
で
丸
２
年
か
か
り
ま
す
。
成
虫
は
６

月
上
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
出
現
し
ま
す
が
、

す
ぐ
に
交
尾
し
、
樹
皮
の
割
れ
目
や
く
ぼ
み

に
産
卵
し
ま
す
。
ふ
化
し
た
幼
虫
は
、
樹
皮

と
う
状
」
に
な
り
ま
す
が
、
樹
液
と
混
ざ
ら

な
け
れ
ば
、
フ
ラ
ス
は
固
ま
ら
ず
そ
の
ま
ま

排
出
さ
れ
ま
す
。
若
齢
幼
虫
の
間
や
、
蛹
室

を
作
る
時
期
に
出
る
フ
ラ
ス
は
、
さ
ら
さ
ら

と
し
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ス
の
見
分
け
方

　

サ
ク
ラ
で
見
ら
れ
る
フ
ラ
ス
の
う
ち
、
ク

ビ
ア
カ
と
紛
ら
わ
し
い
も
の
は
、
コ
ス
カ
シ

バ
と
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
で
す
。
一
見
し
た

だ
け
で
は
見
分
け
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
フ
ラ
ス
の
塊
を
ほ
ぐ
し
て
、
フ
ラ
ス

を
構
成
す
る
粒
の
形
状
を
観
察
す
る
と
区
別

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ク
ビ
ア
カ
の
フ
ラ
ス
は
、
薄
く
削
り
と
ら

れ
た
よ
う
な
木
屑
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す

（
図
２
左
）。
ま
た
、
フ
ラ
ス
の
排
出
は
、
目

線
よ
り
低
い
位
置
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ス
カ
シ
バ
の
フ
ラ
ス
は
、
ク
ビ
ア
カ
に

比
べ
る
と
、
色
が
赤
黒
く
、
形
が
球
状
、
顆

粒
状
の
も
の
が
多
く
（
図
２
中
）、
少
量
で

あ
る
こ
と
が
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
フ
ラ
ス
が
枝
の
分
枝
部
や
幹
の

こ
ぶ
状
に
盛
り
上
が
っ
た
箇
所
に
よ
く
見
ら

れ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
フ
ラ
ス
は
、
色
は

ク
ビ
ア
カ
に
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
長
い
繊

維
状
の
木
屑
が
多
く
混
じ
る
こ
と
が
見
分
け

る
ポ
イ
ン
ト
で
す
（
図
２
右
）。
ま
た
、
フ

ラ
ス
の
排
出
が
地
際
部
に
限
ら
れ
る
こ
と
も

特
徴
で
す
。

お
わ
り
に

　

被
害
木
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
先
ず
は
当
面

の
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ス

の
量
、
排
出
場
所
、
実
施
時
期
に
よ
っ
て
、

の
内
側
を
食
害
し
ま
す
。
約
１
年
後
、
十
分

に
成
長
し
た
幼
虫
は
、
夏
か
ら
秋
に
樹
木
中

心
部
に
坑
道
を
掘
り
進
め
、
蛹
室
を
作
り
、

休
眠
し
ま
す
。
翌
春
、
蛹
と
な
り
、
羽
化
し

た
成
虫
は
６
月
頃
に
木
か
ら
脱
出
し
ま
す
。

フ
ラ
ス
の
形
状
は
様
々

　

幼
虫
は
食
害
す
る
過
程
で
フ
ラ
ス
を
排
出

孔
か
ら
排
出
し
ま
す
。「
か
り
ん
と
う
状
」

の
フ
ラ
ス
を
大
量
に
排
出
す
る
こ
と
が
多

く
、
こ
れ
で
、
ク
ビ
ア
カ
の
被
害
に
気
付
く

こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
１
）。
こ
こ
で
注
意

し
た
い
の
は
、
フ
ラ
ス
の
塊
が
「
か
り
ん
と

う
状
」
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
フ
ラ
ス
と
樹
液
が
混
じ
っ
て
排
出
孔

か
ら
押
し
出
さ
れ
て
固
ま
る
と
、「
か
り
ん

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

０
５
７
５

－

３
３

－

２
５
８
５

森
林
研
究
所
ま
で

と
る
べ
き
方
法
は
異
な
る
の
で
、
最
適
な
手

法
を
採
用
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
専
門
家
の

意
見
や
先
行
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
る
周
辺

自
治
体
の
実
績
を
取
り
入
れ
て
、
防
除
計
画

を
作
成
し
、
対
策
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

図２　サクラに見られるフラス（左から、クビアカツヤカミキリ、コスカシバ、ゴマダラカミキリ）

図 1　クビアカツヤカミキリのフラス
（顆粒状とかりんとう状のフラス）
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カ
ー
向
け
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
品
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

【
さ
い
ご
に
】

今
回
、
製
造
工
程
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

驚
い
た
の
は
、
多
く
の
工
程
が
熟
練
技
術
者
の

手
作
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
技
術
者
の
皆
さ
ん
は
、
１
ミ
リ
に
も
満
た

な
い
単
位
で
精
度
を
追
求
し
な
が
ら
、
一
つ
ひ

と
つ
の
製
品
を
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
高
い
技
術
力
と
も
の
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ

り
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
岐
阜
県
か
ら
、
日
本
全
国
、
さ
ら
に
は

世
界
へ
向
け
て
高
品
質
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
用
ガ

イ
ド
バ
ー
が
送
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
大
変

心
強
く
思
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
バ
ー
な
ど
に
関
し

て
お
悩
み
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

「S
U
G
IH
A
R
A

」
と
聞
け
ば
、
林
業
に
関
わ

る
者
で
あ
れ
ば
ピ
ン
と
く
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「S
U
G
IH
A
R
A

」
は
、
世
界
的
に
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
用
ガ
イ
ド

バ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
そ
の
製
品
が
郡
上
市

白
鳥
町
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
用
ガ
イ
ド
バ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
林
業
関
連
製
品
の
開
発
・
製

造
・
販
売
を
手
掛
け
る
ダ
イ
ア
ト
ッ
プ
株
式
会

社
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

【
ダ
イ
ア
ト
ッ
プ
株
式
会
社
の
概
要
】

ダ
イ
ア
ト
ッ
プ
株
式
会
社
は
、
１
９
５
９
年

に
郡
上
市
白
鳥
町
で
創
業
し
ま
し
た
。以
来
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
用
ガ
イ
ド
バ
ー
の
ほ
か
、草
刈

用
ナ
イ
ロ
ン
コ
ー
ド
カ
ッ
タ
ー
、ソ
ー
チ
ェ
ー

ン
、そ
の
他
安
全
保
護
用
具
な
ど
の
開
発
か
ら

製
造
、販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

主
力
製
品
で
あ
る
ガ
イ
ド
バ
ー
の
国
内
シ
ェ

ア
は
35
％
を
誇
り
、
ナ
イ
ロ
ン
コ
ー
ド
カ
ッ

タ
ー
は
国
内
シ
ェ
ア
72
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

海
外
に
も
展
開
し
て
お
り
、現
在
で
は
20
か
国
、

80
社
を
超
え
る
企
業
に
製
品
を
提
供
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

【
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
用
ガ
イ
ド
バ
ー
に
つ
い
て
】

ダ
イ
ア
ト
ッ
プ
株
式
会
社
で
は
、
４
〜
46
イ

ン
チ
ま
で
の
幅
広
い
サ
イ
ズ
で
、
ハ
ー
ド
ノ
ー

ズ
バ
ー
や
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
ノ
ー
ズ
バ
ー
な
ど
、

す
べ
て
の
タ
イ
プ
の
ガ
イ
ド
バ
ー
を
生
産
し
て

お
り
、
ど
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
り
付
け
に
も

対
応
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

長
年
培
わ
れ
た
高
い
技
術
力
と
「
剛
性
力
」

が
大
き
な
強
み
で
あ
り
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド

「S
U
G
IH
A
R
A

」
の
ガ
イ
ド
バ
ー
だ
け
で
な

く
、
国
内
外
の
著
名
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ー

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

ダ
イ
ア
ト
ッ
プ
株
式
会
社
の
紹
介

55

可
茂
農
林
事
務
所
　林
業
課
　棚 

橋 

賢 

二

可
茂
地
域
に
お
け
る
林
業
普
及
活
動

白
川
町
の
取
り
組
み

将
来
的
に
木
材
生
産
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る

箇
所
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
に
森
林
経
営
を

行
っ
て
い
く
か
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
ま
ず
は
、
境
界
明
確
化
の
推

進
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
地
籍
調
査
の
実
施
率
が
30
％
と
い
う
現

状
の
中
、
境
界
が
分
か
る
人
が
高
齢
と
な
っ

て
山
へ
行
け
な
く
な
る
前
に
、
地
籍
調
査
よ

り
も
、
ま
た
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
事
業
の
森
林
境
界
明
確
化
の
方
法
よ
り

も
、
更
に
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し
た
方
法
で
実

施
す
る
た
め
に
、
新
た
に
町
独
自
の
補
助
事

業
を
創
設
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

隣
接
所
有
者
同
士
の
立
ち
合
い
が
難
し
い

場
合
は
、
ひ
と
ま
ず
一
方
の
所
有
者
が
把
握

す
る
場
所
に
所
有
者
自
ら
杭
を
打
っ
て
も
ら

う
（
但
し
そ
の
経
緯
を
残
す
）
と
か
、
ま
と

ま
っ
た
区
域
単
位
で
実
施
す
る
こ
と
や
当
面

の
施
業
予
定
の
有
無
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
出
来

る
箇
所
か
ら
実
施
す
る
等
、
と
に
か
く
山
を

知
っ
て
い
る
人
の
記
憶
を
形
と
し
て
残
し
て

お
く
こ
と
を
優
先
す
る
考
え
方
で
す
。
設
置

さ
れ
た
杭
は
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
等
で
測
量
し
図
化
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
林
地
台

帳
の
精
度
も
向
上
さ
せ
て
い
く
計
画
で
す
。

的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
活
用
セ
ン
タ
ー
の
町
職
員
は
室
長
の
み

で
、
そ
の
他
は
地
域
森
林
監
理
士
の
資
格
を

持
つ
民
間
企
業
の
職
員
等
４
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

活
用
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
よ
う
と
し
て
い

る
大
き
な
目
標
は
、
森
林
管
理
の
総
合
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
：
森
林
経
営
管
理
計
画
）

を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
継
続
的
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
既
存

の
森
林
経
営
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
箇

所
を
対
象
に
、
木
材
生
産
林
だ
け
で
な
く
、

環
境
保
全
林
で
も
林
況
や
路
網
整
備
に
よ
り

　

白
川
町
は
、
可
茂
管
内
10
市
町
村
の
中
で

最
も
広
い
２
万
１
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
を

有
し
、
白
川
町
森
林
組
合
を
は
じ
め
と
す
る

多
数
の
林
業
事
業
体
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市

場
協
同
組
合
、
東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
協
同

組
合
、
東
濃
ひ
の
き
と
白
川
の
家
建
築
協
同

組
合
な
ど
生
産
～
加
工
・
流
通
・
建
築
ま
で

の
各
施
設
が
充
実
し
、
林
業
・
木
材
産
業
が

盛
ん
な
地
域
で
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
令
和

８
年
１
月
に
町
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
木

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
町
の
新
庁
舎
も

完
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

白
川
町
で
は
、
森
林
活
用
セ
ン
タ
ー
や
担

い
手
育
成
協
議
会
を
設
置
し
、
独
自
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
白
川
町
森
林
活
用
セ
ン
タ
ー

　

白
川
町
森
林
活
用
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
活

用
セ
ン
タ
ー
）
は
、
町
農
林
課
の
一
所
属
と

し
て
、
林
務
係
と
併
設
す
る
形
で
令
和
８
年

４
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
用
セ
ン
タ
ー
設
置
の
目
的
は
、
町
内
森

林
の
経
営
と
管
理
を
確
実
に
継
続
・
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。
専
門
知
識
を
持
っ
た
者
が
継
続

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
山
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
き
な
目
的
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
町
内
の
森
林
資
源

に
つ
い
て
、
既
存
の
人
工
林
の
デ
ー
タ
に
加

え
、
県
の
調
査
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
広

葉
樹
林
に
つ
い
て
も
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量

デ
ー
タ
の
解
析
を
行
い
全
て
の
資
源
量
の
把

握
を
進
め
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

２
．
白
川
町
林
業
担
い
手
育
成
協
議
会

　

白
川
町
で
は
町
独
自
の
担
い
手
育
成
対

策
と
し
て
「
白
川
町
林
業
担
い
手
育
成
協
議

会
」
（
以
下
、
協
議
会
）
が
令
和
元
年
度
に

発
足
し
、
小
規
模
事
業
体
又
は
個
人
事
業
主

を
対
象
に
、
職
員
採
用
時
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
実
施
費

用
や
、
防
護
服
な
ど
装
備
品
の
支
給
費
用
な

ど
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要

な
経
費
は
全
額
町
か
ら
補
助
を
受
け
て
い
ま

す
。

白川町林業センター内の活用センター事務所の様子

定期的に実施している打ち合わせ会議の様子
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カ
ー
向
け
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
品
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

【
さ
い
ご
に
】

今
回
、
製
造
工
程
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

驚
い
た
の
は
、
多
く
の
工
程
が
熟
練
技
術
者
の

手
作
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
技
術
者
の
皆
さ
ん
は
、
１
ミ
リ
に
も
満
た

な
い
単
位
で
精
度
を
追
求
し
な
が
ら
、
一
つ
ひ

と
つ
の
製
品
を
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
高
い
技
術
力
と
も
の
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ

り
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
岐
阜
県
か
ら
、
日
本
全
国
、
さ
ら
に
は

世
界
へ
向
け
て
高
品
質
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
用
ガ

イ
ド
バ
ー
が
送
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
大
変

心
強
く
思
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
バ
ー
な
ど
に
関
し

て
お
悩
み
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

「S
U
G
IH
A
R
A

」
と
聞
け
ば
、
林
業
に
関
わ

る
者
で
あ
れ
ば
ピ
ン
と
く
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「S
U
G
IH
A
R
A

」
は
、
世
界
的
に
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
用
ガ
イ
ド

バ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
そ
の
製
品
が
郡
上
市

白
鳥
町
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
用
ガ
イ
ド
バ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
林
業
関
連
製
品
の
開
発
・
製

造
・
販
売
を
手
掛
け
る
ダ
イ
ア
ト
ッ
プ
株
式
会

社
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

【
ダ
イ
ア
ト
ッ
プ
株
式
会
社
の
概
要
】

ダ
イ
ア
ト
ッ
プ
株
式
会
社
は
、
１
９
５
９
年

に
郡
上
市
白
鳥
町
で
創
業
し
ま
し
た
。以
来
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
用
ガ
イ
ド
バ
ー
の
ほ
か
、草
刈

用
ナ
イ
ロ
ン
コ
ー
ド
カ
ッ
タ
ー
、ソ
ー
チ
ェ
ー

ン
、そ
の
他
安
全
保
護
用
具
な
ど
の
開
発
か
ら

製
造
、販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

主
力
製
品
で
あ
る
ガ
イ
ド
バ
ー
の
国
内
シ
ェ

ア
は
35
％
を
誇
り
、
ナ
イ
ロ
ン
コ
ー
ド
カ
ッ

タ
ー
は
国
内
シ
ェ
ア
72
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

海
外
に
も
展
開
し
て
お
り
、現
在
で
は
20
か
国
、

80
社
を
超
え
る
企
業
に
製
品
を
提
供
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

【
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
用
ガ
イ
ド
バ
ー
に
つ
い
て
】

ダ
イ
ア
ト
ッ
プ
株
式
会
社
で
は
、
４
〜
46
イ

ン
チ
ま
で
の
幅
広
い
サ
イ
ズ
で
、
ハ
ー
ド
ノ
ー

ズ
バ
ー
や
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
ノ
ー
ズ
バ
ー
な
ど
、

す
べ
て
の
タ
イ
プ
の
ガ
イ
ド
バ
ー
を
生
産
し
て

お
り
、
ど
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
り
付
け
に
も

対
応
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

長
年
培
わ
れ
た
高
い
技
術
力
と
「
剛
性
力
」

が
大
き
な
強
み
で
あ
り
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド

「S
U
G
IH
A
R
A

」
の
ガ
イ
ド
バ
ー
だ
け
で
な

く
、
国
内
外
の
著
名
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ー

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

ダ
イ
ア
ト
ッ
プ
株
式
会
社
の
紹
介

55

可
茂
農
林
事
務
所
　林
業
課
　棚 

橋 

賢 

二

可
茂
地
域
に
お
け
る
林
業
普
及
活
動

白
川
町
の
取
り
組
み

　

小
規
模
事
業
体
の
場
合
、
職
員
が
不
足
し

て
い
る
状
況
で
あ
っ
て
も
、
新
た
に
職
員
を

採
用
す
る
と
な
れ
ば
一
時
的
に
大
き
な
時
間

的
・
金
銭
的
負
担
が
生
じ
、
こ
れ
が
原
因
で

な
か
な
か
規
模
拡
大
に
踏
み
切
れ
な
い
と
い

う
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、
緑
の
雇
用
事
業
の

対
象
と
な
ら
な
い
事
業
体
等
に
対
す
る
支

援
が
必
要
と
考
え
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
講
師
は
協
議
会
の
他
の
事
業

体
が
行
う
な
ど
、
協
議
会
員
が
互
い
に
協
力

し
合
う
体
制
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
事
業
開

始
以
降
、
利
用
す
る
事
業
体
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
着
対
策
と
し
て
、
町
内
の
事
業

体
の
若
手
職
員
等
に
対
す
る
意
見
交
換
会

や
技
術
向
上
研
修
の
実
施
、
林
業
に
必
要

な
各
種
資
格
取
得
等
の
補
助
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

事
業
体
数
が
多
い
白
川
町
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
と
い
え
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
は
「
き
こ
り
か
あ
ち
ゃ
ん
」

と
し
て
活
躍
し
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
日
本

大
会
へ
岐
阜
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
た
三

宅
佳
奈
恵
さ
ん
の
応
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 　

白
川
町
で
は
近
年
、
移
住
者
が
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

が
そ
れ
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
町

で
は
分
析
し
て
い
ま
す
。

３
．
林
業
普
及
指
導
員
と
し
て
の
か
か
わ
り

　

県
と
し
て
、
地
域
森
林
監
理
士
活
用
事
業

や
活
動
支
援
交
付
金
な
ど
の
事
業
に
よ
る
支

援
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
特
に
今
後

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
活

用
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
対
し
、
地
域
森
林
監

理
士
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
普
及
員
と
し

て
も
一
緒
に
考
え
、
よ
り
よ
い
方
向
に
進
ん

で
い
く
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
７
４

－

２
５

－

３
１
１
１

可
茂
農
林
事
務
所
　
林
業
課
ま
で

チェーンソー取扱い講習の様子

白川町林業担い手育成協議会のホームページ
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イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（256）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（163）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（167）

入庁して14年目になりますが、年齢を重ねるにつれ、仕事だけでなく地域
活動についても考える機会が増えてきました。

私の地元である高山市の町内は、古い町並みの一角にあり、高山祭の屋台も所有してい
ます。そのため、地域の文化や伝統をどのように次の世代へ引き継いでいくかは、町内に
とって大きな課題の一つです。

近年は少子高齢化が進み、空き家や空き店舗の活用、新しく移り住まれた方との関わり
方などについて考える機会も増えてきました。時代に合わせて地域の仕組みは変わってい
く必要があると感じる一方で、祭りや伝統文化、人と人とのつながりは、これからも大切に
守っていきたいと考えています。

今年8月には、高山市で第10回「山の日」記念全国大会が開催されました。県内外から
多くの人が集まり、様々なイベントを通じて、岐阜の山や自然、地域の魅力を体感するとと
もに、山の未来について考える機会となったようです。

森林・林業の世界でも、技術や制度は時代とともに変化していますが、先人たちから受
け継いできた森林や技術を次世代へつないでいくという考え方は変わりません。地域づく
りと森林づくりには、「大切なものを未来へ引き継ぐ」という点では共通しているように感
じています。これからも仕事を通じて、そんなことを考えていきたいと思います。

「森林のたより」編集委員　森林経営課　下出 真之介

コラム

12月1日
発行

12月号予定
「変わる町並み、変わらない価値」

第１回 下刈競技会（岐阜県の林業-昭和50年12月号より）

私、この現場の担当者です！
森林土木の現場で鍛えられながら、日々レベルアップ中の若手県職員のご紹介

揖斐農林事務所林業課林道係　技師　高橋 美咲

森林環境保全整備事業　林業専用道　日坂・夕日谷線開設工事（揖斐川町日坂地内）

施工延長L=216m　幅員W=3.0(3.6)m
土工一式、法面保護工901.1㎡、擁壁工174.6㎡、路盤工457.0㎡、排水施設工一式

新規採用で本年度入庁しました高橋です。林道工事の監督員として、根崎技術課長補佐や井尾技師
にアドバイスを受けながら頑張っています。最初の頃は、設計書や図面の見方も分からず、CADも
操作できませんでしたが、徐々に慣れてきました。工事現場での打合せや段階確認など、まだ１人で
はできていませんが、１つずつ勉強しながら覚えていきたいと思います。よろしくお願いします！

所属・職氏名

工事名・場所

工 事 内 容

ひ と こ と

　写真は、昭和50年8月に開催された下刈競技会の記事から、開催現場の写真と審査基準を抜粋。記事
によると、競技会は県内3会場で開催され、約600人が参加し、内143人が競技に出場している。審査
は作業の速さだけでなく、植栽木の損傷度合いや刈払いの高さ、仕上がりの均一性など、作業の丁寧さも
重視されており、刈払機が一般家庭にも普及したこの時期ならではの行事だったかもしれません。林業の
コンクールや競技会などは、現場の課題解決と技術向上を目的に、古くは植栽や育苗、次いで間伐、枝打ち、
そして近年の伐木技術へと展開している。循環型の森林づくりが求められる今、今度は「再造林」がテー
マとなる順番かもしれませんね。

回顧　あの日、あの時
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イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（256）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（163）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（167）

入庁して14年目になりますが、年齢を重ねるにつれ、仕事だけでなく地域
活動についても考える機会が増えてきました。

私の地元である高山市の町内は、古い町並みの一角にあり、高山祭の屋台も所有してい
ます。そのため、地域の文化や伝統をどのように次の世代へ引き継いでいくかは、町内に
とって大きな課題の一つです。

近年は少子高齢化が進み、空き家や空き店舗の活用、新しく移り住まれた方との関わり
方などについて考える機会も増えてきました。時代に合わせて地域の仕組みは変わってい
く必要があると感じる一方で、祭りや伝統文化、人と人とのつながりは、これからも大切に
守っていきたいと考えています。

今年8月には、高山市で第10回「山の日」記念全国大会が開催されました。県内外から
多くの人が集まり、様々なイベントを通じて、岐阜の山や自然、地域の魅力を体感するとと
もに、山の未来について考える機会となったようです。

森林・林業の世界でも、技術や制度は時代とともに変化していますが、先人たちから受
け継いできた森林や技術を次世代へつないでいくという考え方は変わりません。地域づく
りと森林づくりには、「大切なものを未来へ引き継ぐ」という点では共通しているように感
じています。これからも仕事を通じて、そんなことを考えていきたいと思います。

「森林のたより」編集委員　森林経営課　下出 真之介

コラム

12月1日
発行

12月号予定
「変わる町並み、変わらない価値」

森林・林業関係イベントカレンダー（12月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

12月3日㈭ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間： 学科   9:00~15:20
　　　　　　実技 15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：12,100円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195

12月9日㈬～
12月11日㈮

伐木等の業務
（チェーンソー）に係る
特別教育

●講習時間：   9日 学科   8:50~17:10
　　　　　　10日 学･実  8:50~12:30
　　　　　　11日 実技   8:30~17:10
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：24,530円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

  9日（学科）
10日（学･実）
ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）
11日（実技）
（株）木の国　土場
（山県市椎倉203-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195

2121 MORINOTAYORI



TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（9月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（9月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

68,000

70,000

76,000

75,000

155,000

91,000

93,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ4m元木・尺上良質材は出材が少なく価格は保合。構造材向け並材
（3m・4m）は品薄で強保合。ヒノキ4m元木良質材は出材が少なく保合。
3m中目材は引き合いが強く保合。構造材向け並材は3m材はやや買い
気、4m材は弱含み。合板向け材は保合で納材順調。スギラミナ向け3m・
4m材は強保合。製紙向けパルプ材および発電向け未利用材は原木不足
感が強く需要高。（岐阜）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スギ・ヒノキとも並材は保合、スギ３ｍの需要増加から３ｍ・４ｍの造材をお
願いします。合板向けは保合、ラミナ向けは横ばい。広葉樹は需要期入り
で応札活発。ナラは保合ぎみ、ホオノキは値戻し傾向も曲がり・節材は応
札なし。クリは弱含みで3m・4mが不振のため2.2m造材を推奨。（飛騨）

　ヒノキ役物良材に多数の応札があり、良質材が相場を底上げ。ヒノキ元
木尺上材・柱役物材・中目材は引き合い強く強保合。構造材向け並材は
3mの引き合いが強く、4mも保合。スギは、4m良質材・構造材は品薄で
強保合、3m中目材も強保合。並材は価格伸び悩み。合板向けは保合で
納材順調、ラミナ向けは保合で推移。（東濃）

　記念市を開催します。
　11月12日㈭  東濃共販所　ぎふ優良材展
　12月  2日㈬  飛騨共販所　広葉樹祭り

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

建物を建築する場合に、その計画が建築基準法などの建築基準関係規定に
適合したものであるかを、建築主事あるいは民間の指定確認検査機関に確認
してもらうための申請。      
       

       
      

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1906回

岐
阜
共
販
所

第1512回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～22㎝

16～22㎝

28㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

40㎝以上

24～28㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

14㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

30㎝以上元

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

55,000

－

－

－

－

－

－

－

50,800

－

－

－

－

－

－

－

16,000

27,000

29,000

39,000

－

－

－

55,000

－

－

14,600

13,500

14,500

14,300

14,500

17,000

19,500

20,000

19,500

18,000

25,000

－

14,700

14,800

14,000

19,900

19,200

19,200

25,000

－

12,000

13,000

－

17,000

14,000

14,500

14,800

19,500

19,500

28,000

16,000

19,600

19,500

29,000

29,500

－

第1846回

東
濃
共
販
所

木 材 市 場

450
450
486
－

→
→
→
－

2,249

662

3,352

3,240

13,392

3,000

4,000

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→
→

→

確認申請

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4m

5m

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍまつ

9月17日

9月8日

9月23日
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